
大洲市の将来を考える

ワークショップ

第３次大洲市総合計画策定関係

日時 令和８年１月18日（日）10時～

会場 市役所２階大ホール
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次 第

１ 開会

２ 総合計画に関するクイズ

３ 総合計画とは？

４ ワークショップ

５ オンラインプラットフォーム

６ 閉会
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総合計画って

みんな知ってるの？

Q 1
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総合計画の認知度

選択肢 １

なんだかんだで
半数の人は

知ってるだろう！

選択肢 ２

きっと
大事な計画だから
３割はいるよね！

選択肢 ３

日頃
聞いたことない

からなぁ…

30％ 15％50％

総合計画の策定に際して、市民アンケート調査を実施しました。
総合計画を知っていると回答した人の割合はどのくらいでしょう？
回答者は1,064人です。
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市民アンケート調査（ｎ＝1,064）

15%

84%

1% 知っている

知らない

無回答

15％
区分 回答人数 知ってる 知らない

全体 1,064 14.6 84.0 

性
別

男性 416 17.8 81.7 

女性 584 12.5 85.6 

年
齢

18～29歳 60 10.0 88.3 

30～49歳 231 11.3 88.3 

50～69歳 386 14.8 84.7 

70歳以上 382 17.0 80.1 

（1,000人中、約150名）

正解 選択肢３

総合計画の認知度
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大洲市の人口って

どうなるの？

Q 2
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選択肢 １

人口は減少
しているけど

３万人はいるだろう！

選択肢 ２

2.5万人くらいの
人口を維持してる

と思う！

選択肢 ３

寂しいけど
２万人くらいに
なるのかなぁ…

総合計画の策定に際して、大洲市人口ビジョンを改訂しています。
国立社会保障・人口問題研究所が、令和５年に公表した2050年
（令和32年）の大洲市の推計人口は何人でしょうか？
現在の大洲市の人口は、約38,000人（R7.11末現在）です。

約30,000人 約25,000人 約20,000人

大洲市の人口
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40,575 
36,738 

33,317 
30,056 

27,016 
24,122 

21,361 

10000

20000

30000

40000

50000

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050
(R2)  (R7)  (R12) (R17) (R22) (R27) (R32)

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計人口／令和５年公表

国勢調査値

▲3,421 ▲3,261 ▲3,040 ▲2,894 ▲2,761▲3,837

正 解 約20,000人
選択肢３

大洲市の人口
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632 

833 

879 

893 

512 

668 

807 

981 

1,164 

1,304 

1,114 

1,315 

1,535 

1,682 

1,749 

1,069 

893 

1,064 

630 

782 

804 

747 

559 

641 

787 

1,035 

1,124 

1,306 

1,160 

1,325 

1,523 

1,725 

1,803 

1,403 

1,375 

2,191 

5001,5002,500

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

1,251 

1,355 

1,552 

1,523 

1,065 

1,467 

1,260 

1,446 

1,702 

1,886 

2,086 

1,443 

1,499 

1,703 

1,685 

1,115 

605 

464 

1,162 

1,267 

1,543 

1,464 

1,113 

1,426 

1,363 

1,464 

1,631 

1,824 

2,002 

1,634 

1,829 

2,064 

2,089 

1,612 

1,094 

1,069 

5001,5002,500

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

平成12年│52,762人（国勢調査実績値） 令和２年│40,575人（国勢調査実績値）

少子化の進行

子育て世代の減少

高齢化の進行

若年層の減少

13,500人→14,954人

15,469人→9,817人

10,681人→5,614人

8,130人→4,560人

出典：国勢調査
※年齢不詳は含んでいないため

グラフの合計と実績値は一致しない

男性 女性 男性 女性

500 1,500 2,500 500 1,500 2,500

大洲市の人口
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市民が感じる
人口減少対策に必要な

取組は？

Q 3
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選択肢 １ 選択肢 ２ 選択肢 ３

市民が人口減少対策に必要と感じている取組で、割合が高いものは
次のうちどれでしょう？
（市民アンケート調査結果から・回答者1,064人）

子育て世代への税制
優遇や給付金の充実

大規模商業施設や
企業等の誘致

多種多様な雇用先の
確保・維持

子育て世代
への支援

企業等の
誘致

雇用先の
充実

人口減少対策に必要な取組
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人口減少対策として重要な取組（市民アンケート結果から）

正 解 子育て世代への支援

30.0

29.8

27.6

26.4

26.3

19.6

17.7

14.6

10.0

7.2

6.0

5.8

5.0

4.4

3.9

3.4

3.0

1.1

3.1

7.0

0% 10% 20% 30% 40%

子育て世代への税制優遇や給付金の充実

大規模商業施設・企業等の誘致

多種多様な雇用先の確保・維持

空き家活用の促進

交通機関の利便性の向上

若者への結婚促進につながる経済支援

０～18歳の医療費無償化の維持

移住者に対する補助金や移住体験ができる仕組の充実

レジャー・アミューズメント施設

保育所・学童保育の充実

ＳＮＳ等を活用した大洲市の魅力発信

市のイメージアップ

地域コミュニティの充実

移住・定住に関するホームページや相談窓口の充実

住宅地の開発

地域資源を生かした自然とふれあう教育

市民団体の活動・地域活動等の支援

外国人材の受入れ

その他

無回答
n=1,064

選択肢１

子育て世代の支援を核に、生活を支える仕事と、暮らしに関する
項目が上位に挙げられています。

人口減少対策に必要な取組
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大洲市総合計画って

どんな計画？
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大洲市総合計画について

大洲市の方向性を示す最上位の計画
大洲市の今後のまちづくりの方向性を市民と共有し、市民一人ひとりが幸せを実感でき

る社会の実現を目指した計画です。

現在の第２次総合計画の計画期間が令和８年度末で終了することに伴い、令和９年度を

始期とする第３次大洲市総合計画を策定しています。

第３次大洲市総合計画の概要│計画期間 Ｒ９～Ｒ17（９年間）

総合計画
基本構想│９年間のビジョン

（目指す将来像・長期ビジョン）

人口ビジョン・地方版総合戦略・ＳＤＧｓアクションプログラム

基本計画│１期３年・計３期９年
（将来像の実現に向けた施策）

・大洲市の将来目標人口
・まちづくり指標（市民が評価する指標、統計的指標）

内包│統合

数値目標
(新たに設定)

＋
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将来像(基本理念)
＜数値目標／KGI設定＞

・目標人口
・まちづくり指標

基本政策

施 策
＜数値目標／KPI設定＞

基本構想
計画期間
R9～R17(9年計画)

基本計画
1期3年

(3期9年)
まち・ひと・しごと創生総合戦略
ＳＤＧｓアクションプログラム

内包

手段

目的･目標

基本政策ごとに各期(3年間)に取組む施策を設定

手段

目的
将来像を実現するための

政策を設定

政策評価

事業評価

人口ビジョン内包

参考│第２次総合計画将来像

将来像 きらめく大洲 ～みんな輝く肱川流域のまち～

主体的に学び実践を通して新たに創造する“知行創造”の精神 のもと、“自立と共創”の

まちづくりに取組み、豊かな自然に囲まれて暮らす市民一人一人が幸せを実感し“きらめ

く”ことにより、大洲市全体が“きらめく”未来の姿を表しています。

大洲市総合計画について
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ワークショップ

（進め方とまとめ方）

16



アンケート調査

成人、中高生、転出者、事業所から
ニーズや意向の把握

ワークショップ

市民・団体・学生による
アイデアや解決策の聴取

現計画のまちづくり施策に対する評価や市民の幸福度・生活満足度を検証する
とともに、今後の方向性を検討するため、住民意識・意向等を整理しました。

少子高齢化に伴う
避けられない

人口減少
（若者の高い転出意向）

働く世代の
減少による
地域経済の
縮小への懸念

生活の利便性確保
の難しさ

若者との
価値観のずれによる

地域コミュニティの低下

浮かび上がった課題

住民意識・意向等調査
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１ 台風・集中豪雨・地震など災害で被災のおそれがある（39.8％）

２ 近くで食料品や日用品を買えない（30.5％）

３ 近くに病院や診療所がない（15.8％）

４ 望む仕事に就くことが難しい（11.7％）

５ 文化・芸術・スポーツ生涯学習活動の場がない（8.9％）

６ 住んでいる人が少なく、地域コミュニティが成り立たない（8.0％）

生活の困りごとや不安なこと

幸福度と暮らしの満足度

幸福度

大洲市 6.40点
全国平均 6.44点

暮らしの満足度

大洲市 5.82点
全国平均 6.88点

参考│愛着と暮らしやすさ

市への愛着 83.6％
暮らしやすさ 74.9％

市民（成人）アンケート結果
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大洲市に住む必要な条件

41.3

36.1

32.5

32.1

27.0

25.4

23.0

15.5

10.3

7.5

4.0

3.6

1.6

0% 20% 40% 60%

買物などの日常生活が便利なこと

娯楽・レジャー施設があること

まちににぎわいと活気があること

自分がやりたい仕事があること

同年代の仲間や友達がいること

生活に必要な給料が得られること

公共交通機関）や道路環境など交通・移動が便利なこと

子育てや教育環境が充実していること

医療や福祉が充実していること

通信環境が充実していること

スマホやタブレットを利用した手続きや暮らしが充実していること

その他

無回答
n=252

中学生アンケート結果

45.9

38.9

34.8

32.2

25.6

25.2

15.6

12.6

9.6

5.6

3.3

2.6

3.0

0% 20% 40% 60%

買物などの日常生活が便利なこと

娯楽・レジャー施設があること

自分がやりたい仕事があること

公共交通機関（バス等）や道路環境など交通・移動が便利なこと

まちににぎわいと活気があること

生活に必要な給料が得られること

同年代の仲間や友達がいること

子育てや教育環境が充実していること

医療や福祉が充実していること

通信環境（インターネット等）が充実していること

スマホやタブレットを利用した手続きや暮らしが充実していること

その他

無回答 n=270

高校生アンケート結果

👉 都会や他のまちに魅力を感じている 👉 自分のやりたい仕事が他のまちにある

学生アンケート結果
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会議方式

座長（議長）が
発言者を指名し
出された意見を
まとめていく ＷＳ方式

参加者それぞれが
主体的に発言し

みんなでチームとしての意見を
まとめていく

ワークショップとは…
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【自由な発想】
既成概念等にとらわれない、大胆な発想大歓迎です。
思いついたことは自由に発言・提案してください。

【批判は厳禁】
他の人の発言に対して「それはおかしい」「現実的ではない」等といった
批判は禁止です。

【量が質を生む】
「もう少し考えがまとまってから提案しよう」等と考えずに、思いついた
ことはどんどん言葉にしてみましょう。

【アイデア便乗】
出された意見・アイデアはみんなのものと考え、他の人の言ったアイデアに
便乗して、よりよいアイデアにすることも大歓迎です。

【短く多く】
一人で長く話すのではなく、簡潔で短い発言を数多くすることで、言葉の
キャッチボールが生まれます。

参加の心得
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大洲市がもっと魅力的で幸せを実感できる

暮らしやすいまちにするために、

今後のまちづくりについて考える

ワークショップです！

テーマ 大洲市の資源、魅力を活かす取組を考える

ﾀｰｹﾞｯﾄ 若年世代（20～30代）

※ 本日は、ターゲットに対して、大洲市の資源や魅力を活かして、どのような取組が
できるかを考えていただきます。
日々の暮らしや経験などを通して考えている意見やアイデアをお聞かせください。

本日のテーマ等
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区分 内容

自己紹介
(5分程度)

・自己紹介（氏名・住んでいる地区・参加した理由）
・グループ内でリーダーを決める

ステップ１
(個人･10分)

・大洲市の資源や魅力を考える

ステップ２
(チーム･10分)

・考えた資源や魅力をチーム内で共有する

ステップ３
(チーム･20分)

・活かしたい資源や魅力を選ぶ

ステップ４
（チーム･30分）

・取組（事業・施策）を考える
（ターゲットを対象にした資源や魅力を活かした取組）

発表 ・各チーム３分程度

本日のステップ
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簡単に自己紹介（名前・趣味等）

をしましょう。

チームの中でリーダーを
決めましょう。

自己紹介が終わったら…

はじめに
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大洲市の魅力や資源を

付箋に書き出してみましょう
（個人・目安10分）

👉各自で使いたいキーワードを書き出してみましょう
👉日々の暮らしで感じていることを書いてみましょう

肱川
肱南の
町並み

地場産業
(一次産業)

いもたき

子育て
環境の充実

地域
コミュニティ

温かい
人柄

自然と
まちの近さ

STEP１│魅力や資源を考える
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考えたキーワードを共有して

整理しましょう（チーム・目安10分）

👉各々のキーワードを共有する
👉模造紙に貼りだして、魅力や資源を整理する

観光や産業資源
色々ありますね！

カテゴリごとに
分けてみましょう！

若い人が魅力を
感じる資源は
どれでしょうね

大洲での暮らし
そのものが魅力であり、
資源ですよね

STEP２│キーワードの共有と整理
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取組に活用するキーワードを

選択しましょう（チーム・目安20分）

👉取組をイメージできるキーワードを決める
（いくつでもいいですが、多すぎない方が良い）

ターゲットに合ったキーワードを選ぶのがポイント

このキーワード上手く活用できるかも！
資源や魅力がどのように活かされるのかを
イメージしてみよう！

STEP３│キーワードの選択
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選択したキーワードをもとに
ターゲット（若年世代）に対する

取組を考えましょう（チーム・目安30分）

👉追加したいキーワードがあれば付箋で追加する

👉自身の経験なども踏まえて意見交換してみてください

様々な視点で、ターゲットが暮らしやすい
（大洲市に帰ってきたい）と思える取組を
検討していきましょう

STEP４│取組を考える
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取組 例：〇〇〇を活用した●●●に関する取組

取組の説明文 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・

カテゴリ

選択したキーワード

カテゴリ カテゴリ

ステップ１・２ ＝キーワード

ステップ３

ステップ４（ターゲット│若年世代 [20～30代] ）

カテゴリ

STEP１～４│模造紙記入例
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D-Agree│オンラインプラットフォーム
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ここをクリック👉

①意見の件名(題名)を
入力

②具体的な意見を入力

③投稿する→完了

D-Agree│投稿方法

31



ＡＩファシリテー
ターによる意見の
掘り起こし

＜投稿例１＞ ＜投稿例２＞

D-Agree│投稿例
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大洲市LINE公式アカウント
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✅市政情報 ✅暮らしの情報 ✅防災・防犯 ✅健康・福祉 ✅子育て・教育

✅観光・物産 ✅事業者向け情報

どんな情報を受取ることができるの…⁉

友だち募集中
＼登録はコチラ／

ステップ３ 配信区分等の選択
▶配信区分・地域・年代を選択
▶一番下の送信ボタンをクリック！ステップ１ 友だち登録 ステップ２ 受信設定

友だち登録
お待ちしています！



最後に…

第３次大洲市総合計画は、市民・事業所・行政が共に創り、共有し、

幸せを実感できる社会の実現を目指した“共創のビジョン”として策定します。

皆様にいただいたご意見等は、第３次大洲市総合計画策定の検討材料として

活用させていただきます。

本日は、ワークショップへご参加いただき、ありがとうございました。
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